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2006年3月17日作成（新様式第1版） 
医療機器届出番号　：　13B1X00207000008

機械器具　51　医療用嘴管及び体液誘導管 
一般医療機器　70308000　排液バック 

【禁忌･禁止】 
再使用禁止 

1.　種類・規格 

バッグ 

導液チューブ 

 排液チューブ  

 エアーフィルター 

ドレナージストッパー 

 排液コネクター 

320mm×230mm、2000ml（容量） 

φ8.0mm（内径）×φ11mm（外径）×1000mm 

φ8.6mm（内径）×φ11mm（外径）×140mm 

20mm×20mm  

55mm×20mm 

40mm×14mm

本品はバッグ及び導液チューブ、排液チューブにポリ塩化ビ 
ニルを使用しています。 

2.　形状・構造 

【使用目的、効能又は効果】 
体幹部（胸部及び周囲部を除く）におけるドレーンから、血液、
膿状分泌物等の排液を除去するために用いる医療機器（サー
ジドレーン･オープントップ、サージドレーン･ジッパー）と併
用し、排液等を保持する。 

 
【品目仕様等】 
水漏れ性 
規格：48時間で漏れがないこと。 
試験方法：本品に水2000mlを入れ48時間後の漏れを確認する。 

 
【操作方法又は使用方法等】 
1.　使用前 
ドレナージストッパーをスライドさせて、排液チューブが
完全に閉じていることを確認します。 
2.　サージドレーン･オープントップ、サージドレーン･ジッパー
（以下「サージドレーン」）への接続方法 
1)　サージドレーンの口具のキャップを外します。 
2)　本品の排液コネクターをサージドレーンの口具に隙間が
なくなるまで押し込みます。 

3)　外すときは片手でサージドレーンの口具を押さえながら
引き抜きます。 

3.　ベッドへの吊り下げ方 
ハンガー紐をそのままベッドのフレームに通し、Ｓ字金具
に引掛けます。 
4.　排出の仕方 
1)　ドレナージストッパーをスライドさせて排液チューブを
開き、排液を排出します。 

2)　排液チューブはドレナージストッパーをスライドさせ閉
じた後、チューブをチューブ差し込み口に入れます。 

【使用上の注意】 
1.　重要な基本的注意 
1)　使用前には必ず排液チューブが閉じていることを確認す
ること。 

2)　本品は泥状の排液でもドレナージ出来るよう逆流防止機
能は付いていない。その為本品をコネクター接合部より
低い場所に設置すること。また使用中は本品を傾けたり、
激しく動かしたりしないこと。 

3)　泥状の排液を保持する場合、チューブ等に貯留すること
がある。貯留した場合にはミルキング等を実施すること。 

4)　エアーフィルターに排液等が付着すると排液等が流れに
くくなることがある。エアーフィルターに排液等が付着
し、排液が排出できなくなった場合は、本品を交換する
こと。 

5)　チューブが折れた状態で使用すると流れが遮断されるこ
とがあるので注意すること。 

6)　本品は消耗品なので、使用中は本品に漏れ等がない事を
確認し、漏れ等が発見された場合には直ちに交換するこ
と。 

7)　本品の目盛りは目安なので、正確に計量したい場合は他
の容器に移し替えること。 

【貯蔵･保管方法及び使用期間等】 
1.　貯蔵・保管方法 
直射日光及び高温多湿を避け、室温で保管すること。 
2.　使用期限 
パッケージに表示。（自己認証データによる） 

 
【包装】 
1箱に5枚入り。 

 
【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称及び住所等】 
1.　製造販売業者 
アルケア株式会社 
東京都墨田区錦糸1-2-1  アルカセントラル19階 
2.　連絡先 
アルケア株式会社 
〒130-0013  東京都墨田区錦糸1-2-1  アルカセントラル19階 
お客様相談室：　7 0120-770175
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再使用禁止 
排液バッグ 

【形状・構造及び原理等】 


